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           第 １ 章  施設の規模 

 
１． 施設の概要 

 
 
本施設は、既存設備である京丹波町情報センター内に自主放送設備とし 
 
てデジタル化に対応するための装置を設置し、高品質な映像と音声で製 
 
作された自主放送番組を京丹波町全域の加入者に提供するものである。 
 
 
 
この自主放送設備のシステム構成は以下の通りである。 
 
（１） 撮影／取材システム 
（２） スタジオ／副調整システム 
（３） ノンリニア編集システム 
（４） 自動送出システム 
（５） 議場中継システム 

 
 
 
 
２． サービス内容 

  本設備におけるサービス内容は以下の通りとする。 
 

（１） テレビ自主放送サービス 
行政と町民さらには町民間のコミュニケーション、対話の場作り等

を一層活発にさせるため、コミュニティチャンネルを自主放送とし

て町民に提供する。 
 
 
 



３． 設備内容 
 本設備における設備内容は以下の通りとする。 
 

 
１．撮影／取材システム 

本設備は、取材撮影において使用するカメラ（ＨＤ）及び周辺 
アクセサリーで構成する。 

 
  ２．スタジオ／副調整システム 
    本設備は、スタジオ内に設置するカメラからの信号をスィッチング、 
    テロップ挿入等の処理を行い、メディアに収録する機器で構成す 
    る。 
 
  ３．ノンリニア編集システム 
    スタジオ収録や取材収録した映像・音声をＰＣ編集する機器で構成。 

     編集設備は用途により上位機種のノンリニア編集①とリーズナブル  
    価格のノンリニア編集②③④で構成する。 
 
  ４．自動送出システム 
    本設備は、サーバーによる番組の自動送出を行う機器で構成する。 
    ＡＰＣは放送事故防止のため、完全二重化であること。 
    緊急情報・文字情報を庁舎内８ケ所の入力端末から行い、自主放送 
    の充実をはかるものとする。 
 
  ５．議場中継システム 
    本設備は、議場に常設固定されたリモコンカメラ（ＨＤ）と可搬型の 
    ライブスイッチャー、ＨＤレコーダー等で構成する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第 ２ 章 仕様書 
１． 総則 
 
１－１ 適用範囲 
本仕様書は、京丹波町有線テレビ（ＣＡＴＶ）拡張整備事業 自主放送設備

デジタル化整備工事について適用する。なお、本仕様書に特に定めない事項に

ついては、京丹波町と協議すること。 
 
１－２ 工事名称 

平成２２年度 農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業 
京丹波町有線テレビ（ＣＡＴＶ）拡張整備事業  
自主放送設備デジタル化整備工事 

 
１－３ 納入場所 
京丹波町 蒲生、和田 地内（京丹波町役場、京丹波町情報センター） 

 
１－４ 関係法令 
この事業の設計、製作、施工に関しては、この仕様に定めるもののほか、次

の関係法令に従うものとする。 
＜法規等＞ 
（１） 有線テレビジョン放送法及び同法関連規則 
（２） 有線電気通信法及び同法関連規則 
（３） 電気設備技術基準 
（４） 電気工事関連法令 
（５） 建設基準法 
（６） 消防法 
（７） その他関係法令規則、条例等 
 
１－５ 技術基準 
本設備は、本仕様書並びに有線電気通信設備、有線テレビジョン放送法及び

電波法に定められた技術基準に合致すること。 
 
１－６ 損害賠償 
工事施工に起因する損害で、請負者の責任と認められる部分についての損害

は、請負者の負担により補償するものとする。 



 
１－７ 事故防止 
工事に際しては入念に施工するとともに、安全を考慮して不測の事故を未然

に防ぐよう充分な対策を行うこと。 
 
１－８ 使用機器及び付属品 
使用する機器、構成部品及び材料は次の規格等に準拠するものとし、特に製

作が必要とするものは事前に仕様書及び図面を提出し、監督員に承認を得るこ

と。 
＜規格＞ 
（１） 日本工業規格（ＪＩＳ） 
（２） 日本技術標準規格（ＪＥＳ） 
（３） 日本電気規格調査会標準規格（ＪＥＣ） 
（４） 日本電機工業会標準規格（ＪＥＭ） 
（５） (社)電子情報技術産業協会（ＪＥＩTＡ） 
（６） 日本電線工業会規格 
（７） 国際電気通信連合（ＩＴＵ） 
（８） 国際電気標準会議（ＩＥＣ） 
（９） 米国電気電子学会（ＩＥＥＥ） 
 
１－９ アフターサービス 
この設備の引き渡し後のアフターサービスが充分に行われるよう、専門技術

者及び補修材料を置き、事故発生の際は速やかに補修出来るよう措置すること。 
そのため、機器調達業者については京都府内、大阪府内に営業拠点を有するこ

と。 
 
 
２． 特許権等の使用 
この仕様に定める機器の製作に関し、特許権、その他第三者の所有する権利

の対象なるものを使用する場合は、すべて請負者の責任において処理するもの

とする。 
 
 
３． 施工範囲 
本事業の施工の範囲は仕様書の通りとする。 

 



４． 完成及び引渡し 
監督員の行う、竣工検査の合格をもって工事完成及び引渡しとする。 

完了期限は、契約書に記載の工事竣工期日とし、検査が請負者の責任以外の原

因で遅れた場合は、この限りではない。 
 
５． 提出書類 
請負者は、契約後監督員の指定する期日までに、次のものに記載されている

ものを提出しなければならない。また、次のものに変更がある場合には、速や

かに処理すること。 
尚、部数については監督員と協議の上決定するものとする。 
 
１． 工事着手届 
２． 現場代理人、主任技術者及び同経歴書 
３． 実施行程表 
４． 施工計画書 
５． 下請業者承認願書 
６． 承認図面（機器、工事） 
７． 工場検査、中間検査、竣工立会検査等願書 
８． 検査、試験成績書（機器、材料） 
９． 工事写真（施工、完成） 

１０． 工事日報 
１１． 打合せ議事録 
１２． 完成図書、取扱説明書 
１３． 工事完了届 
１４． その他監督員が必要とする資料 
 
 
６． 保証 
この施設の運用開始の日から起算して１年以内に生じた調整不良及び故障で、

請負者の責任と見なされるものについては、請負者が直ちに無償修理、または 
代替品を納入するものとする。 
ただし、請負者の責任以外とみなされる場合には、監督員と協議して処理する 
ものとする。 
 
 
 



７． 工事設計書 
請負者は契約に際し、本仕様書、系統図等を検討し、疑義を生じた時は、工

事着工前に監督員と協議の上、決定するものとする。 
なお、この仕様書に明示なき事項であっても機能上当然必要と認められる事項

については請負者において充足するものとする。 
 
８． 既存システムとの接続 
請負者は、現在稼働中である既設ＣＡＴＶシステムの必要な機器との接続が

あるため、監督員と協議のうえ施工し、システムとして設置の目的を満足し、

正常に稼働するよう責任を持って施工するものとする。 
 
９． 既存システムの移設及びシステム休止 
請負者は、現在稼働中である既存ＣＡＴＶシステムのうち、編集設備の移設

作業を、監督員と協議のうえ実施し、運用休止のないようにすること。 
また、施工のため運用休止せざるをえない既存システムが生ずる場合は、監督

員と協議のうえ、日程決定を行い最小限の休止期間とする。 
既存番組送出設備について休止はみとめられない。新規番組送出設備との切替

作業時の放送停波は監督員と協議の上おこなうものとする。なお、これらの条

件を満たすために必要な器具資材については請負者の負担とする。 
 
１０． 新設備稼働後の既存不要機器の処理及び解体・廃棄 
本工事中により不要となった機器について、町が公売等により売却した機器

以外のものは解体し法令等に基づく廃棄・処理を行うものとする。またこれら

に係る費用は本工事に含める。 
 
１１． その他 
 １）単体機器については、カタログ性能試験書を提出すること。 
 ２）耐震対策を充分行うこと。 
 ３）本事業における設備に関して職員にトレーニングを行うこと。 
 ４）以下の機器については特に機器単体のトレーニングを行うこと。 
   スイッチャー 
   テロッパー 
   ノンリニア編集機 
   自動送出ＡＰＣ 
   Ｌ字・文字情報設備 入力端末は各設置場所にて実施 

    



 
 
 
 
 

自 主 放 送 設 備 
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本仕様書は、京丹波町に設置する自主放送設備について適用するものである。 
 
Ⅰ. 概 要 
本設備は、京丹波町（情報センター）で放送するコミュニティ番組を制作、

送出するものである。 
なお、現状稼働している設備の移設を含め、放送を中断することなくシステム

の移行を行うものとする。 
 
Ⅱ.  各設備の主要機器の仕様 
１． 撮影／ＥＮＧシステム 

・ＨＤカムコーダー                ２式 
   ＨＤカムコーダーはプロフェッショナル・ディスク記録方式で２層式デ

ィスク対応、記録時間ＭＰＥＧ－ＨＤ ＨＱモード１５０分以上記録可

能であること。スロー・クイックモーション機能をもつこと。 
・カメラアダプター                ２式 
・キャノン製１６倍ＨＤレンズ（エクステンダー付き）２式 
・ワイヤレスチューナー・トランスミッタ―    各２式 
・バッテリー                   ４式 
・バッテリーチャージャー             １式 

一括で４個のバッテリーに充電可能なこと。 
・その他アクセサリー機器            各２式 
・プロフェッショナル・ディスク         ２０枚 

２層式５０ＧＢ以上であること。 
  ・各種レンズアクセサリー            各２式 
   フィッシュアイアタッチメントのみ        １式 

・小型ＨＤカムコーダー              ２式 
  ＳｘＳＰＲＯメモリーカード方式ＨＤ対応小型カムコーダーで、バッ 
  テリー１個で連続４時間の動作ができること。 
・ＳｘＳＰＲＯメモリーカード（３２ＧＢ）     ４枚 
・コンデンサーマイク及び変換ケーブル      各２式 
・ＵＨＦワイヤレスマイクパッケージ        ２式 
・小型カメラ用三脚システム            ２式 
・バッテリー                   ４式 
 小型ＨＤカムコーダーを１個で連続４時間動作できるもの。 
・バッテリーチャージャー             ２式 



 同時に２個の充電が可能であること。 
・カメラケース                  ２式 
 小型カメラ及び周辺アクセサリーを収納可能であること。 
・各種小型カメラレンズフィルター        各２式 

 
２． スタジオ／副調整システム 
  ・１／２インチバヨネットマウント１４倍レンズ付き、 
   ＸＤＣＡＭ－ＥＸフォーマットカムコーダーをスタジオ 
   仕様とすること。                ２式              

  ・スタジオ使用する為のカメラアダプター２６Ｐ仕様 ２式 
  ・２６Ｐ仕様のＣＣＵ、インカム・タリー・リターンビデオ・ 
   ゲンロック・リモートコントロールに対応すること。２式      
  ・カメラ用リモートコントローラー         ２式 
   副調卓でカメラの遠隔調整ができる機能をもつこと。 
  ・３２型フルハイビジョン液晶テレビ        １式 
  ・ＨＤ－ＳＤＩ→ＨＤＭＩ変換器          １式 
  ・テーブル置き型コンデンサーマイク        ２式 
  ・カフボックス、スタジオインターフェース    各１式 
  ・ＨＤ／ＳＤスィッチャー             １式 
   標準品でＳＤＩの４入力４出力、ＤＶＩ１出力端子を装備しており、 
   オプションボード増設で拡張可能であること。 
   マルチビュー機能をもつこと。 
  ・ＨＤレコーダー                 ２式 
   プロフェッショナルディスク２層式（５０ＧＢ）１層式（２３ＧＢ） 
   の再生・録画ができること。 
  ・ネットワークボード               １式 
   ＨＤレコーダーに組込、多局との番組・素材交換が可能なこと。 
  ・リモートコントローラー             １式 
   ＨＤレコーダーの操作制御が可能なこと。 
  ・ＸＬＲタイプ５Ｐインカムヘッドセット      ３式 
  ・調整卓組込可能なミキサー            １式 
  ・ＨＤテロッパー                 １式 
   ＨＤ－ＳＤＩ入出力、ＫＥＹ／ＦＩＬＬ出力を有し、３Ｕ 
   ラックマウント可能で、放送用フォントを整備すること。 
   またネットワーク使用で送出設備にスーパーインポーズできる 
   用途にシステムを構築すること。         １式 



  ・５２型フルＨＤ対応液晶ディスプレイ       １式 
  ・ＨＤ－ＳＤＩ入力インターフェース        １式 
   ５２型液晶ディスプレイに取付けてＨＤ－ＳＤＩ入力に対応できる 
   こと。 
  ・２４型マルチフォーマット液晶モニター      １式 
  ・小型マルチＳＤＩモニター、電源        各１式 
  ・モニタースピーカー               ２式 
  ・ＨＤ／ＳＤフレームシンクロナイザー       １式 
  ・ペリフェラル装置本体、各種ボード        １式 
  ・マルチフォーマット・ビデオジェネレーター    １式 
  ・２６ｃｈビデオパッチ盤（カナレ社製）      ２式 
  ・ポータブル電源ユニット（カナレ社製）      １式 
  ・光／ＨＤ－ＳＤＩコンバーター（カナレ社製）   １式 
  ・ＨＤ－ＳＤＩオーディオ・ビデオＤ／Ａコンバーター１式 
  ・調整操作卓                   １式 
   新規導入機器及び流用使用する既存機器を、効率運用できる 
   ように配置できること。 
  ・スタジオコネクターパネル            １式 
  ・カメラ用マルチケーブル（２６Ｐ）      合計４式 
  ・スタジオモニター用ロースタンド         １式 
  ・超解像トランスコーダＳＲ１０００（相当以上）  １式 
 
 
３． ノンリニア編集システム 

ノンリニア編集機と後述番組送出システムのビデオサーバー間では、 
ＦＩＬＥ転送による運用ができることを前提としており、システム 
の円滑な運用のため、全システムのうちペリフェラル装置関係、ノン 
リニア編集機、ビデオサーバーは同一メーカーであることが望ましい。 

   
   ・ノンリニア編集機①                １式 
    ＨＤ－ＳＤＩ入出力対応でＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ設定について日本語の 
    マニュアルを備えること。 
    ノンリニア編集ＷＳから番組送出システムのビデオサーバーへ完パケ 
    転送時に、完パケの送出情報はＡＰＣへ自動的に転送され、ＡＰＣか 
    ら送出情報の入力作業が不要であること。 
     



    ＷＳは WindowsXP Professional(SP3),Intel Xeon X5550 以上 
    メモリ：３GB、HDD:システム 250GB 以上、データ 1TB 以上搭載 
    USB2.0×9、IEEE1394a 6Pin×2 以上 
    最大 6 倍速内蔵のブルーレイドライブを内蔵すること。 
    
   ・ジョグシャトルコントローラー           １式 
   ・フェーダーコントロール              １式 
   ・番組自動送出用ＡＰＣオプションソフト       １式 
   ・２２型ワイド液晶ＰＣモニター           １式 
   ・２０型マルチフォーマット液晶モニター       １式 
   ・アクティブスピーカー               ２式 
   ・ＸＤＣＡＭドライブ                １式 
  
   ・ＨＤＤ付のマルチフォーマットリーダーライター    １式 
    ⅰＶＤＲ／リムーバブルＨＤＤ／ＳｘＳ／Ｐ２／ＣＦ／ＳＤの 
    すべてのメディアサポートが可能であること。 
   ・ＨＤＶ ＶＴＲ                   １式 
    ＨＤＶフォーマットテープの録画・再生が可能で、ＤＶＣＡＭ・ 
    ＤＶＣ－ＰＲＯ・ＤＶテープの再生が可能なこと。 
 
   ・ノンリニア編集機②③④               ３式 
    ＨＤ－ＳＤＩの出力が可能で、ＨＤ－ＳＤＩの出力設定について 
    日本語のマニュアルを備えること。 
    ノンリニア編集ＷＳから番組送出システムのビデオサーバーへ完パケ 
    転送時に、完パケの送出情報はＡＰＣへ自動的に転送され、ＡＰＣか 
    ら送出情報の入力作業が不要であること。 
 
    ＷＳは WindowsXP Professional(SP3),Intel Xeon X5550 以上 
    メモリ：３GB、HDD:システム 250GB 以上、データ 1TB 以上搭載 
    USB2.0×9、IEEE1394a 6Pin×2 以上 
    最大 6 倍速内蔵のブルーレイドライブを内蔵すること。 
 
   ・番組自動送出用ＡＰＣオプションソフト       ３式 
   ・２２型ワイド液晶ＰＣモニター           ３式 
   ・２０型マルチフォーマット液晶モニター       ３式 
   ・アクティブスピーカー               ６式 



   ・ＸＤＣＡＭドライブ                ３式 
   ・ＨＤＤ付マルチフォーマットリーダーライター    ３式 
    ⅰＶＤＲ／リムーバブルＨＤＤ／ＳｘＳ／Ｐ２／ＣＦ／ＳＤの 
    すべてのメディアサポートが可能であること。 
   ・ノンリニア編集関連機器を設置・操作に適した操作テーブル ４式 
４． 番組自動送出システム 

ノンリニア編集機とはＦＩＬＥ転送での運用が可能な同一メーカー 
のビデオサーバーによる送出システム。 
ＡＰＣは完全二重化の送出系統を有し、障害時には瞬時に自動切替 
によりシステムの停止なく安全運用が可能であること。 
アンタイム送出及びデュアルストリームが標準機能であり、ＯＦＤＭ 
機器とのＥＰＧデータ連携が可能であること。 
ノンリニア編集機とのメタデータ共有が可能なこと。 
文字情報システムの制御が可能であること。 
 
Ｌ字・文字情報送出システムは文字スクロール等の動作がスムーズで 
高品位な文字表示が可能なこと。 
著作権フォントの自動認識機能や、音楽データの放送管理機能などの 
放送上の安全な送出が行える機能が備わっていること。 
時刻表示機能により、放送画面に時刻だけを文字合成可能なこと。 
メール割込み機能により、ＰＣや携帯メールを利用したリモート割込み 
放送が可能なこと。 
ＡＰＣとの連携が可能で、番組の開始・スタートが上位システムから 
制御可能であること。 
 
将来的拡張機能として、天気予報機能（Ｌ字縦パネルで定時放送）可能。 
動画番組放送機能（蓄積した動画をスケジュール放送する）。 
Ｊ－Ａｌｅｒｔスーパー割込み機能。 
音声読み上げ機能（文字放送にて、テキストを自動で読み上げる）。 
ホームページ連携機能。 
データ放送リンク機能 
等を有し、地域新聞社等とのデータでの文字ニュースを放送画面に取り

込むことが可能であること。 
    

 
・送出用ＡＰＣ標準アプリケーション         １式 



・送出用ハードウェア                ３式 
 Microsoft WindowsXP Professional SP2、 
メモリ２GB DDR2/533MHz バッファ無し SDRAM DIMM     
ハードディスク 160GB  7200 回転 3.5``SATAⅡハードディスク 

・ＲＳ２３２Ｃ／ＲＳ４２２Ａ変換ユニット      ２式 
・ノンリニアオプション（ＰＣハード含む）      １式 
・１ｃｈＥＰＧデータ共有              １式 
・ＥｒｒｏｒＭａｉｌ発報              １式 
・リモートメンテナンスシステム           １式 
・タイムデータクロック               １式 
・ネットワーク対応プリンター            １式 
・ＬＣＤ一体型ＫＶＭドロワー            １式 
・ＧＳ９１６Ｌギガビットイーサーネットスイッチ   ３式 
・ビデオサーバーシステム              １式 
 １入力２出力１プレビュー、３００ＧＢ×１０ＨＤＤ搭載 
 ＨＤＤ追加で、記録時間を安易に確保できること。 
 出力ｃｈは素材属性を意識せず、外部機器なしでＨＤ、ＳＤ 
 素材を混在して連続再生が可能であること。 
 入出力ｃｈは設定変更だけで、再起動することなくＨＤ、ＳＤ 
 の切替が可能であること。 
 アスペクト比変換が素材ごとに行えること。 
 ビデオサーバーへの収録中素材を収録完了前にネットワーク経由で 
 ノンリニア編集機へ素材転送可能なこと。 
・ＨＤ／ＳＤルーティングスイッチャー、リモコン  各１式 
 二重化電源、省スペース設計で本体、リモコンともに１Ｕサイズ 
 であること。 
 リモコンパネルから同時に複数の出力を制御可能な、デスティネー 
 ション・ギャング機能を有すること。 
 個々の出力をロックするデスティネーションプロテクト機能を有する 
 こと。 
・マルチフォーマット・ビデオジェネレーター     １式 
・ＨＤレコーダー（電源、マウント金具含む）     １式 
 ＡＰＣで制御可能であること。 
プロフェッショナル・ディスク(２層式）再生・録画可能であること。 

・ＨＤテロップ用オフライン端末           １式 
 スタジオ副調整システムのテロッパーとネットワーク化すること。 



 また、それに必要なＨＤスィッチャー、ネットワークＨＵＢで構成。 
・７型有機ＥＬ小型モニター（２台連結金具含む）   ２式 
・小型マルチＳＤＩモニター（電源・金具等含む）   １式 
・ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ対応オーディオモニター     １式 
・ペリフェラル装置、各種ボード           １式 

二重化電源装備、ＬＡＮ経由でプラウザによる設定・監視機能 
を有すること。 

・２６ｃｈビデオパッチ盤（カナレ社製）       ３式 
・機器収納課（２M）                ２式 
・Ｌ字・文字送出端末                １式 
 ＨＤ仕様ラックマウント型。出力ＨＤ－ＳＤＩ（Ｆｉｌｌ/Ｋｅｙ） 
 入力ＨＤ－ＳＤＩ、内部ＤＳＫモード仕様 
・編成端末(Ｗｅｂサーバ)               １式 
 Ｗｉｎｄｏｗｓ２００８サーバー/Ｉ－ＮｅｔＴｒａｎｓｆｅｒ 
・操作端末（情報入力端末）              ８式 
 Ｎｏｔｅ型ＰＣ。５２２０ＣＴ、１２．１型Ｗｉｎｄｏｗｓ７Ｐｒｏ 
・情報告知ソフト「ＢｒｏａｄＣＡＴＶ」        １式 
 Ｌ字＋文字（静止画）／ミニ天気 
・放送著作権フォント 著作権買取型、１０書体     １式 
・Ｌ字デザインテンプレート ５パターン        １式 
・ＡＰＣリンク機能                  １式 
・ネットワークルーター等               １式 

 
 
５． 議場中継システム 

議場設置のＨＤカメラ２台の映像を、その他中継の場合にも活用する 
ポータブルスタジオシステム（オールインワン スイッチャー）で 
切替し、既設の光ケーブルで情報センターに伝送中継が可能なこと。 
 
＜議場常設機材＞ 
 
・旋回型ＨＤカメラ                 ３式 
 １１２万画素１／４型３ＣＭＯＳ、光学２０倍デジタル４倍 
・ＨＤ－ＳＤＩ出力ボード              ３式 
・ポータブル電源ユニット（カナレ社製）       １式 
・光／ＨＤ－ＳＤＩコンバーター（カナレ社製）    １式 



・カメラコントローラー               １式 
 カメラプリセット機能１６ポジション以上を有すること。 
・旋回型ＨＤカメラ用ワイドコンバージョンレンズ   １式 
・メイン電源ユニット                １式 
 
＜可搬型中継機材＞ 
・ポータブルスタジオシステム            １式 
 オールインワン型スイッチャーでスーツケース形式の形状で 
 ソース、プレビュー、プログラムの映像をすべて本体液晶デ 
 ィスプレイに表示可能、議場常設の旋回型ＨＤカメラの制御 
 も可能であること。 
・ＨＤ－ＳＤＩ入力インターフェース         ２式 
・デジタルディスクレコーダー            １式 
 ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩの入力１、出力２を有すること。 
 出力２系統はそれぞれプレビュー用にコンポジット出力を有する 
 こと。 
 デッキ本体に７インチ以上のフロントタッチパネルを装備し、デッキ 
 本体にＵＳＢマウス、キーボードが接続可能で送出（ポン出し）の 
 プレイリスト作成がおこなえること。 
・可搬型中継機材用ハードケース           各１式 
  
  
  
 
  

 
 
          

  


